
く
に
な
る
と
、
急
に
落
ち
、
山

の
風
が
吹
き
始
め
た
。
白
い
花

が
数
種
、
ひ
っ
そ
り
と
咲
い
て

い
る
。
一
枝
だ
け
、
な
い
し
ょ

で
も
ら
っ
て
帰
ろ
う
。

天
狗
岩
い
ち
ば
ん
下
界
の
見

晴
ら
し
が
い
い
と
い
わ
れ
て
い

る
。
大
阪
湾
か
ら
淡
路
鳥
が
瀬

戸
内
と
本
当
に
視
野
に
お
さ
ま

ら
な
い
く
ら
い
、
だ
か
ら
、
一
○

○
○
万
ド
ル
の
夜
景
も
、
こ
こ

か
ら
だ
と
、
他
の
場
所
か
ら
よ

り
、
光
の
数
が
三
つ
多
く
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
（
ノ
．
）
六
甲

有
馬
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の
中
間
の

圃､皇』

▲六甲山牧場にある彫刻｢ 大空のための椅子」

六甲は招くよ六
甲
を
歩
い
た
。
丁
字
が
丘

か
ら
六
甲
牧
場
へ
行
く
道
、
誰

と
も
す
れ
違
わ
な
い
。
車
が
時

お
り
通
る
。
日
中
あ
ん
な
に
強

か
っ
た
陽
ざ
し
が
、
夕
幕
れ
近

ＣｏｏｌＳｕｍｍｅｒＲｏｋｋｏ

い
、
う
。

六
甲
山
牧
場
ケ
ー
ブ
ル
終
点

の
山
上
駅
か
ら
パ
ス
が
あ
る
．

や
さ
し
い
草
地
の
斜
面
、
牧
歌

的
な
小
屋
、
白
い
柵
、
毛
を
刈

り
そ
ろ
え
ら
れ
た
羊
が
遊
ん
で

い
る
。
乳
牛
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

種
な
ど
三
五
○
頭
が
自
然
の
ま

ま
に
放
た
れ
て
い
る
。
そ
れ
で

草
の
上
に
フ
ン
が
こ
ろ
ん
で
い
る
。

ミ
ル
ク
ハ
ウ
ス
で
し
ぼ
り
た
て

の
牛
乳
が
飲
め
る
。
お
い
し
い
。

乗
馬
セ
ン
タ
ー
牧
場
近
く
、

馬
が
７
頭
、
ポ
ニ
ー
が
３
頭
。

乗
馬
教
室
が
年
３
回
、
１
コ
ー

ス
４
日
の
授
業
で
開
か
れ
て
お

り
、
こ
れ
は
申
し
込
み
者
だ
け
。

４
日
で
な
ん
と
か
一
人
で
乗
れ

る
よ
う
に
な
る
と
い
う
。
鎧
初

は
、
乗
っ
て
も
馬
が
な
か
な
か

い
う
こ
と
を
聞
い
て
く
れ
な
い
。

こ
の
教
室
以
外
に
、
連
日
午
後

釦
分
間
三
○
○
円
で
乗
る
こ
と

が
で
き
る
。
胆
時
半
の
受
付
け

で
、
土
、
日
曜
な
ど
は
す
ぐ
満

の六キれが集上蓮誇うワ六キになア六でのる力＋のうｍ馬本六犬
鳴甲ヤな一めマのるのイ甲｜ぎげｌ甲力眺展ン国眺’二の温最甲狗
〈摩ンい二たう浮花でス高場わ場チ山ン望望ツ展め揺口泉長有岩
声耶プも○高ヤかや出が山がうがエカツが台リ望がらＩま、馬駅
はにもの○山なぶ群か咲植あ ･ あリンリ楽で｜台すれブで六口か
年はでが種植ど池生けい物Ｉ）すり｜ツ｜し、駅ぱなウ２７甲｜ら
中まき多・物世 ･ すたて園、ぐ§やリハめ屋す口らがエ分山プす
間だるいさ、界アる ･ いこ北家魚Ｉウる上ぐＩしらイ、上ウぐ
か残。 ･ す寒各ル樹今るエれに族つハス ･ で近プいの。五駅エ
れり野夏が性地プ々を、ｌは人づリウヘリはくウ ･ 街ゴ○かイ
る、烏に見械かス、咲とデ冬工れ、ス ｡ フ３６０．エとン○ら
と鴬力『は慣物ら、睡きいル ･ スでわ 卜度回イ山ド○有日

▲六甲ケーブル1 1 1 卜訳

▲寓山植物園

可

天狗岩

一
望
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六田有藍ロースウヱー

厭固

α望房

を
常
に
釦
人
く
ら
い
が
待
っ
て

密
。
釦
蝿
か
湖
脹
暦
蕊
鯛

》
一
狸
嘩
準
諏
群
郡
峰
額
唖
蟻
桐
獅

員
札
止
め
。
子
供
た
ち
の
た
め
で
も
ど
う
い
う
わ
け
か
女
性
の

に
は
、
ポ
ニ
ー
リ
ン
ク
が
あ
り
メ
ン
バ
ー
が
多
い
と
い
う
。
チ
ャ

訓
練
を
受
け
た
ポ
ニ
ー
が
子
供
ン
バ
ー
に
は
、
一
般
で
も
わ
り

を
乗
せ
、
リ
ン
ク
を
二
周
し
て
と
安
い
料
金
で
宿
泊
で
き
る
。

鋤
円
、
３
頭
の
ポ
ニ
ー
の
う
ち
六
甲
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
大

２
頭
は
ま
だ
調
教
中
で
放
し
飼
会
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
六
甲
研
杢
修
セ
ン

ぃ
さ
れ
て
い
る
。
お
問
い
合
せ
タ
ー
は
お
と
と
し
か
ら
オ
リ
エ

は
、
剛
叩
神
戸
市
緑
農
開
発
公
社
ン
テ
ー
リ
ン
グ
大
会
を
主
催
し

▲六甲のあじさいは
青い色がきれい

／ 、
さわやかな風とあざやかな緑
涼しさのすべてが六甲山に……

～灘瀧
該Ｆ

Ｆ

鰯F ー青~ ~ " 一コ
ｈ

議
とり人も明のす名３月の日修上はけ碩図
いエ〈０会みるの日１０も帰セヤ全 ･ をと
うンらＫが、とチ ･ 日のリンも貝迷し磁

: I 識蛎燃撫
そグ団数初る加く人と、、のＣるかるみ
のを体人め前１ M つと１１次一大Ａまらとな
企やでかてにはて２月回日会六で担いが
画ろ、らの、実参、２は宿は甲上当うら
をうオ百人説慨加３１１０泊、研ヤ者わ、

冠
２
５
１
１
６
９
０
０

神
戸
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
明
治
詑

年
に
開
か
れ
た
日
本
最
古
の
ゴ

ル
フ
場
．
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
の
古

い
藤
の
机
と
椅
子
が
貫
録
だ
。

暖
炉
の
上
の
壁
に
、
歴
代
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
の
褒
声
が
英
字
で
記
さ

れ
た
パ
ネ
ル
が
か
か
っ
て
い
る
。

こ
の
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
は
終
身
会

員
で
、
欠
員
が
一
人
で
き
る
の

ＴＥＬ８９１－ＯＯ３１～３
( 貝ｵ ) 神戸市土地整備公社

中かあを設てう定加て
でらてで定、のォ着のき
何競、きさ山はりし常た
十技ゴるれ野、ェた連 ･
人中｜だたの地ンとも今

悪; 雛難
問甲技’二のかをグつ毎
がの ｡ 探地じ用と力 ､ 回
地山だし点めいぃｌ）参▲神戸ゴルフ倶楽部クラブハウス
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G貢､勇一

司

諺

▲名物ジンギスカン

詳頚『$１，‘t１，３た
て
競
技
を
進
め
て
も
ら
え
る
。

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
六
甲
研
修
セ
ン
タ
ー

宿
泊
施
設
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
野

外
炊
さ
ん
場
、
キ
ャ
ン
プ
場
な

ど
が
あ
り
、
秋
に
は
新
館
も
完

成
す
る
。
壷
８
９
１
１
０
０
５
０

司
六
甲
山
ホ
テ
ル

陣＆ヤュ
ヴ

腿１l鵬

▲六甲開発の祖グルーム氏像 ▲六甲オリエンタルホテル

あ
じ
さ
い
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
六
甲
研

修
セ
ン
タ
ー
に
は
、
六
甲
に
二

株
し
か
な
い
と
い
う
「
た
ま
あ

じ
さ
い
」
が
咲
い
て
い
る
。
六

甲
山
は
あ
じ
さ
い
の
名
所
で
、

酸
性
の
強
い
土
壌
の
た
め
、
青

い
あ
じ
さ
い
が
咲
く
。
今
か
ら

が
シ
ー
ズ
ン
。
秋
に
は
、
花
が

咲
い
た
ま
ま
枯
れ
て
、
ド
ラ
イ

フ
ラ
ワ
ー
の
よ
う
に
な
っ
て
残

っ
て
い
る
。

六
甲
山
自
然
保
護
セ
ン
タ
Ｉ

新
し
い
六
甲
の
名
所
。
７
月
皿

日
オ
ー
プ
ン
（
予
定
）
。
自
然
保

護
の
精
神
を
養
い
自
然
を
理
解

し
て
ほ
し
い
と
、
六
甲
山
を
中

心
に
自
然
の
状
況
が
パ
ネ
ル
や

模
型
で
解
説
さ
れ
て
い
る
。

ａ
８
９
１
１
０
６
０
６

六
甲
山
小
学
校
山
上
に
住
む

如
人
の
子
供
た
ち
が
通
う
。
今塗認

▼今月オープン、六甲自然保凄センター

１ 分り鼻J W A 菅

鵜蓮璽蕊､悪書I臓畷

綴

』
ヰ》 』
ヰ》琴』．‐二、琴』．‐二、

勘まりJ －ｎ

星

塑
神
戸
経
済
局
開
発
課
「
神
戸
か
ら
』

品
エ
ェ
ル
Ｊ
凸
ｒ

弓罰

ズ

』跡w鐸‘

K甲1 1 ,万ｍ

ｈ騒宣

一一

鱒隻

キー蝿ｖ‘

2塁=』ノ

で（Ｃいわユ召

尚

ヲイフゥ冨イ

Ｉ

壁 蕊
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し
六
甲
山
で
つ
か
ま
っ
た
鹿
の
は
く
製

館
は
よ
か
っ
た
ね
え
と
い

う
話
だ
が
、
今
も
建
物
の
て
つ

ぺ
ん
に
風
見
鶏
が
止
ま
っ
て
い

る
。
公
８
９
１
１
０
３
３
３

六
甲
山
ホ
テ
ル
昭
和
４
年
、

六
甲
で
い
ち
ば
ん
早
く
建
て
ら

れ
た
ホ
テ
ル
。
そ
の
本
館
が
今

、ＴＥＬ(078)８６１－０１３１（代）

し
六
甲
山
ホ
テ
ル
に
咲
い
て
い
た

度
新
し
く
な
っ
て
、
廊
下
が
レ

ン
ガ
造
り
、
教
室
の
床
が
じ
ゅ

う
た
ん
と
い
う
か
ら
豪
華
。
学

校
で
は
先
生
も
生
徒
も
み
ん
な

あ
だ
名
で
呼
び
あ
う
。

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
六
甲
山
上
の

名
物
の
ひ
と
つ
で
夏
の
夜
に
は

野
外
で
こ
の
料
理
を
味
わ
お
う

と
、
あ
〆
く
の
人
が
登
っ
て
く
る
。

そ
れ
ぞ
れ
そ
の
演
出
に
工
夫
を

睦
ら
し
て
い
る
が
、
神
戸
肉
や

新
鮮
な
魚
、
野
菜
を
鉄
板
で
焼

き
な
が
ら
ほ
お
ば
る
豪
快
さ
に

夏
の
く
た
び
‐
れ
も
ふ
っ
と
ぶ
．
。

イ
ノ
シ
シ
や
ウ
サ
ギ
の
親
子
が

時
々
現
わ
れ
る
。
記
念
碑
台
前

ノ

/ 千万弗の夜景が美しし、
ｒ神戸摩耶ロッジー, へ

に

■宿舎、休憩はもちろん研修等に最適 の
喫
茶
店
「
あ
じ
さ
い
」
に
飾
っ

て
あ
る
鹿
と
イ
ノ
シ
シ
の
頭
は

猟
の
好
き
な
主
人
が
六
甲
山
中

で
し
と
め
た
も
の
。
こ
の
店
に

も
、
き
じ
な
ど
の
野
且
烏
が
ベ
ラ

ン
ダ
の
窓
に
止
ま
っ
た
り
、
窓

か
ら
入
口
に
通
り
抜
け
て
い
っ

た
り
す
る
と
い
う
。
ま
だ
ま
だ

六
甲
の
自
然
は
生
き
て
い
る
感

じ
。
下
界
と
は
大
ち
が
い
だ
。

ｑ
六
甲
山
ゴ
ル
フ
場

神戸市灘区山田町３丁目ｌのｌ５
阪急六甲山側姫路信用金庫地下| Ｆ
ＴＥＬ８２Ｉ－６４２６
１１：３０Ａ．Ｍ、～！：００Ａ. Ｍ．迄

' ■名物…･ ･ ………･ まや鍋、源平鍋
■標準利用料金１泊２食付2 , 4 0 0 円

（近く改訂の予定）
■お申込み・お問合せは直接ロッジへ

、

雲霞 蕊
〒6 5 7 神戸市灘局区内摩耶山上

し
神
戸
摩
耶
ロ
ッ
ジ

／

ノ

諭叩駈加
dr i n k a n d s n a c k
恵子の店ドン・ファン Ｉ

凌
雲
荘
カ
ン
ヅ
リ
ー
ハ
ウ
ス

の
す
ぐ
近
く
。
加
月
か
ら
３
月

ま
で
の
冬
期
は
ぼ
た
ん
鍋
が
褒
紛
噌

公
８
９
１
１
０
５
５
５

六
甲
．
オ
リ
エ
ン
・
タ
ル
ホ
テ
ル

ス
カ
イ
レ
ス
ト
ラ
ン
の
夜
景
が

す
ば
ら
し
い
．
山
小
屋
風
な
旧

，
Ｕ
使
わ
れ
て
い
る
。
ジ
ン
ギ
ス

カ
ン
は
木
炭
で
焼
く
。

念
８
９
１
１
０
３
０
１

六
甲
ス
カ
イ
ヴ
ィ
ラ
“
神
戸
で

は
珍
し
い
四
州
料
理
が
自
慢
。

香
辛
料
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た

小
海
老
の
赤
唐
辛
子
煮
こ
み
な

ど
、
ど
れ
も
お
い
し
い
。
ジ
ン

ギ
ス
カ
ン
も
四
州
タ
レ
が
秘
訣
。

ａ
８
９
１
１
０
１
４
０

v琴、
姑

t亀､ 窒句Ｚ望珍＝

神戸市立国民宿舎
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f 士

ビバサンバノ、
神戸まつりに

キヤンラニィチーム

フ氏こハッフくノレ. 〃

職Chiqn+ｉ
榊晴夫

北店／スープとパンとドリンク

本店／洋酒の店

＝

☆
キ
ャ
ン
テ
ィ
北
店
メ
ニ
ュ
ー

●
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
￥
六
○
○
●
キ
ャ
ン

テ
ィ
ラ
イ
ス
（
サ
ラ
ダ
・
コ
ー
ヒ
付
）

￥
九
○
○
●
仔
牛
チ
ー
ズ
焼
￥
九
○
○

●
テ
ー
ル
ス
ー
プ
（
チ
ー
ズ
ト
ー
ス
ト
。

ワ
イ
ン
付
）
￥
九
○
○
●
コ
ー
ヒ
・
紅

茶
￥
三
○
○

小
集
会
・
パ
ー
テ
ィ
は
ご
予
算
に

合
せ
て
ご
利
用
下
さ
い
。

予
約
制
テ
ィ
パ
ー
テ
ィ
￥
六
○
○
よ
り

（
五
○
名
様
迄
）
デ
ィ
ナ
ー
パ
ー
テ
ィ

￥
｜
｜
、
○
○
○
よ
り

壷
一
一
一
一
一
－
二
一
二
二
・
畳
一
’
三
六
六
一

担
当
飯
尾
・
萩
原

凸
ー一

議

灘 ●キャンティ地図
賭

Ｄ'
■

〃 姪

ノＥ輩Ｉ

L ＪＵ
大楽苑淡路

交通

キヤンテイ北店
●
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里、

ラカルトまですべてととのえました。
☆各種の集いに☆スナツクノーのつき出しに
株式会社ロックフィールド
本・社神戸市生田区元町通２丁目９５
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神戸大丸巳’フックコーナー
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大阪大丸Ｂ２フツクコーナー
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大阪なんば高島屋Ｂ，フックコーナー
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ミ
セ
ス
が
坐
天
し
い
と
い
う
こ
と
は
、

神
戸
の
特
長
で
す
ね
。
ト
ァ
ロ
ー
ド

の
八
千
草
は
お
店
の
名
の
響
き
も
と

っ
て
も
き
れ
い
．
な
ア
ダ
ル
ト
セ
ン
ス

に
あ
ふ
れ
た
お
店
で
す
。

、

ママ

黙’黙’
ゆ
ら
ゆ
ら
波

原
色
の
夏
に
よ
く
似
合
う

小
麦
色
の
素
肌
が

陽
ざ
し
も
き
ら
き
ら

い
き
神
戸
の
街
は
Ｉ

蕊

ト
ア
ロ
ー
ド
窓
３
３
１
１
２
５
２
８

☆
高
級
ハ
ン
ド
バ
ッ
グ

八
千
草

ノ

’
患い室一 ＝一一一一一 = ー

否電

可
Ⅵ
ｌ
ｕ
ｐ
ｐ
櫛
ｊ
腕
Ⅱ
齢
４
孔
汁
迎
寸
瓢
洲
脇
則
隣
や
駅
．

０
１
１

９
▽
１
ｋ
Ｂ
、
■
昼

1.I
ｉ

ｌ８
掴リ
］
i雲illi

三リ 一
唐

§一一一雨

１ⅢⅡ棚鴨川Ⅲ
柵
挫

’

太
田
篭
甲
店

元
町
１
丁
目
丑
３
３
１
１
６
１
９
５

べ
っ
甲
製
品
な
ら
こ
こ
か
、
そ
れ
と
も
長

崎
か
、
と
言
わ
れ
る
く
ら
い
く
つ
甲
《
筋
。

女
の
人
の
型
を
し
た
も
の
は
携
持
用
の
耳

掻
き
、
楊
枝
で
す
っ
て

☆
く
つ
甲
美
術
品
と

ア
ク
セ
サ
リ
：

聯
即掻き
50 0円

|’

■■■■■■

灘

■

群
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シ
ン
ワ

水
玉
は
軽
や
か
な
気
分
に
。
流
行
の
縞
模
様
は

Ｎ
Ｏ
Ｗ
な
気
分
に
。
そ
し
て
ボ
イ
ル
や
ロ
ー
ン
、

ク
レ
ー
プ
な
ど
や
わ
ら
か
な
風
合
い
の
花
樟
樺
梓
は

や
さ
し
い
気
持
ち
に
し
て
く
れ
る
。
洋
服
っ
て
不

思
議
で
す
ね
。

／
Ｉ セ

ン
タ
ー
街
店
冠
３
３
１
．
３
Ｏ
９
８

さ
ん
ち
か
店
恋
３
９
１
．
５
２
５
４

☆
高
級
婦
人
服
地

鱗
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☆
メ
キ
》
力
・
彰
‐
レ
ス
ト
ラ
ン

テ
ィ
フ
ア
ー
‐
ナ

生
田
区
中
山
手
通
１
丁
目

壷
２
４
２
１
０
０
４
３

マ
ラ
カ
ス
は
リ
ズ
ム
・
楽
器

の
中
で
は
じ
み
な
存
在
だ
。

彼
、
関
谷
っ
と
む
さ
ん
も
ク

ー
ル
巻
男
性
、
仲
間
の
評
判

も
「
ニ
ヒ
ル
な
奴
」
で
と
お

っ
て
い
る
。
独
身
で
「
彼
女

は
い
な
い
」
そ
う
だ
が
真
実

は
ど
う
だ
か
…
・
・
・
。

| ＜○ＢＥ
ミュージック
Ｈ○ＵＳＥ
情熱のリズム、心を和げてくれ
るメロディ、神戸の夏の夜、あ
なたにお気に入りの音葵を。

☆
レ
ス
ト
ラ
ン

デ
キ
シ
ー
‐
ラ
ン
ド

葺
合
区
磯
辺
通
４
１
７

念
２
５
‐
ｌ
７
２
７
７

デ
キ
シ
ー
の
愉
快
な
仲
間
た
ち
を

迎
え
て
の
夕
べ
。
手
を
叩
き
、
足
を

踏
み
鳴
ら
し
て
、
演
奏
を
楽
し
む
人

達
。
み
ん
な
の
り
に
の
っ
て
い
る
。

食
事
も
お
酒
も
美
味
し
く
、
そ
ろ
っ

て
楽
し
め
る
お
店
だ
。

☆
フ
ラ
メ
ン
コ
の
隅

エ
ル
・
ヴ
ノ
ー
ノ
／

生
田
区
北
野
町
３
丁
目

ア
ニ
ル
ド
マ
ン
シ
ョ
ン
Ｉ
Ｆ

狂
２
４
１
１
３
４
４
．

ス
ペ
イ
ン
の
街
角
に
流
れ
る
情
熱
の

響
き
。
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
こ
こ
北
野

町
で
。
マ
ス
タ
ー
の
向
田
さ
ん
の
フ

ラ
メ
ン
コ
ギ
タ
ー
が
心
よ
い
・

毎
月
第
一
、
三
土
曜
日
は
フ
ラ
メ
ン
コ

舞
踊
シ
ョ
ー
。
水
曜
日
体
。

☆
ジ
ャ
ズ

サ
テ
ン
ド
ー
ル

生
田
区
中
山
手
通
１
丁
目

冠
２
４
２
１
０
１
０
０

今
｛
肯
は
黒
人
女
性
ヴ
ォ
ー

カ
ル
、
ア
ン
・
ヤ
ン
グ
を
迎

え
て
の
ジ
ャ
ズ
が
ス
イ
ン
グ

す
る
。
生
の
ジ
ャ
ズ
を
聞
こ

う
と
ヤ
ン
グ
が
店
内
ぎ
っ
し

り
集
ま
っ
て
い
る
。
ピ
ア
ノ
、

ベ
ー
ス
、
ド
ラ
ム
、
す
べ
て

が
自
由
を
歌
っ
て
い
る
。

葵を

－

Ｈ○
情熱のリズと
るメロテ畠ィ、
なたにお気ＩＬ
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ジョルジュ・ジューバン

〈
幸
白
容
奉
〉

鵡
日
（
水
）
６
時
半
神
戸
文
化
大
ホ

ー
ル
一
般
恥
一
七
○
○
円
会
員
叩

一
三
○
○
円

☆
麻
丘
め
ぐ
み
神
戸
初
公
演

四
日
（
土
）
２
時
・
６
時
神
戸
国
際

会
館
前
売
“
Ｓ
・
一
五
○
○
円
Ａ

・
一
二
○
○
円
当
日
沖
Ｓ
・
二
○
○

○
円
Ａ
・
一
五
○
○
円

☆
岡
山
大
学
グ
リ
ー
ク
ラ
プ
神
戸
演
奏
会

型
日
（
月
）
６
時
半
神
戸
文
化
小
ホ

ｉ
ル
三
○
○
円

☆
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
リ
サ
イ
タ
ル

鋤
日
（
水
）
２
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
Ａ
・
二
○
○
○
円
Ｂ
・
一
○
○

○
円

〈
演
劇
〉

☆
劇
団
四
紀
会
公
演
「
河
」

４
日
（
水
）
１
７
日
（
月
）
１
時
半

神
戸
文
化
小
ホ
ー
ル
前
売
即
八
○
○

円
当
日
印
一
○
○
○
円

★
民
芸
「
ア
デ
ィ
オ
ス
号
の
歌
」

晦
日
（
火
）
Ｉ
即
日
（
日
）
６
時
躯
分

神
戸
文
化
中
ホ
ー
ル
一
四
○
○
円

杖
ぬ
い
ぐ
る
み
人
形
劇
「
ち
び
く
ろ
サ
ン

ボ
」型

日
（
木
）
Ｉ
邪
日
（
土
）
午
前
叩
時

半
・
午
後
２
時
神
戸
国
際
会
館

Ａ
“
一
○
○
○
円
Ｂ
・
八
Ｏ
○
円

Ｃ
・
六
○
○
円

☆
劇
団
獅
子
座
公
演
「
人
魚
姫
」

犯
日
（
月
）
哩
時
・
３
時
神
戸
国

際
会
館
五
○
○
円

☆
ぬ
い
ぐ
る
み
人
形
劇
「
ピ
ー
タ
ー
パ

ン
」鋤

日
（
水
）
２
時
孤
日
（
木
）
午
前

叩
時
半
・
午
後
２
時
神
戸
国
際
会
館

Ｓ
・
一
五
○
○
円
Ａ
・
一
二
○
○
円

☆
パ
ー
ル
コ
ン
サ
ー
ト

前
橋
汀
子
・
野
島
稔
ソ
ナ
タ
の
夕
べ

１
日
（
火
）
６
時
半
県
民
小
劇
場

一
○
○
○
円

☆
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

５
日
（
土
）
６
時
半
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
三
○
○
円

★
土
曜
コ
ン
サ
ー
ト

相
愛
女
子
大
学
演
奏
会

５
日
（
土
）
６
時
半
県
民
小
劇
場

五
○
○
円

☆
神
戸
中
央
合
唱
団
演
奏
会

６
日
（
日
）
２
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
六
○
○
円

☆
第
加
回
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ソ
ン
グ
コ
ン
テ
ス

ト
近
畿
地
区
大
会

６
日
（
Ｒ
）
２
時
半
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
前
売
蝿
九
○
○
円
当
日
二

一
○
○
円

☆
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ジ
ュ
ー
バ
ン

６
日
（
Ｒ
）
２
時
神
戸
国
際
会
館

一
般
叩
二
五
○
○
円
会
員
”
二
○
○

○
円

☆
万
コ
ー
ロ
・
ノ
ー
ヴ
オ
コ
ン
サ
ー
ト

７
日
（
月
）
６
時
半
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
五
○
○
円

宙画

編扇心

〈
そ
の
他
〉

中村八大

★
神
戸
の
催
し
物
７
月
ご
案
内

，
神
戸
国
際
会
館
主
催
の
納
涼
爆
笑
公
演
に
ご
招
待
し
ま
す
。
出
波
は
「
京
唄
子
・
鳳
啓
助
」

吾
，
「
海
原
千
里
・
万
里
」
な
ど
、
テ
レ
ビ
で
お
な
じ
み
の
顔
ぶ
れ
、
夏
の
む
し
暑
さ
や
不
快
感
を
ス

》
カ
ツ
と
笑
い
で
吹
き
と
ば
そ
う
。

癖
８
月
２
日
金
一
）
・
３
日
（
日
）
廻
時
半
・
５
時
神
戸
国
際
会
館
大
ホ
ー
ル

》
ご
希
望
の
方
は
、
葉
書
に
住
所
・
氏
名
・
年
令
・
職
業
を
お
書
き
の
上
、
〒
６
５
０
神
戸
市
生

田
区
束
町
二
一
一
一
の
一
大
神
ピ
ル
７
Ｆ
月
刊
神
戸
っ
子
ま
で
。

☆
神
戸
っ
子
愛
読
者
川
名
様
ご
招
待

トルブヒン合唱団

☆
大
阪
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
演

奏
会

９
日
（
水
）
６
時
恥
分
神
戸
文
化
大

ホ
ー
ル
Ａ
・
一
八
○
○
円
Ｂ
・
一

五
○
○
円
Ｃ
Ｏ
一
二
○
○
円

☆
神
戸
民
音
７
月
公
演
「
マ
ル
・
ウ
ォ
ル

ド
ロ
ン
・
ト
リ
オ
」

９
日
（
水
）
６
跨
半
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
五
○
○
円

☆
中
村
八
大
の
世
界

ｕ
日
（
金
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

一
五
○
○
円

★
「
三
輪
車
」
リ
サ
イ
タ
ル

岨
日
（
土
）
３
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
前
売
如
七
○
○
円
当
日
韓
九
○

○
円

★
大
阪
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
演

奏
会

叫
日
（
月
）
７
時
神
戸
文
化
大
ホ
Ｉ

ル
会
員
叩
Ｓ
・
一
七
○
○
円
Ａ
・

一
五
○
○
円
一
般
”
Ｓ
・
一
九
○
○

円
Ａ
・
一
七
○
○
円

☆
ブ
ル
ガ
リ
ア
・
ト
ル
プ
ヒ
ン
少
年
少
女

合
唱
団

蕊’0３
佳米朝

灘

☆
神
戸
市
遺
族
会
・
老
人
ク
ラ
ブ
慰
安
浪

曲
大
会

３
日
の
①
１
時
神
戸
国
際
会
館

二
○
○
○
円

☆
桂
米
朝
独
演
会

、
日
（
木
）
６
時
妬
分
神
戸
文
化
中

ホ
ー
ル
会
員
”
１
Ｆ
・
一
二
○
○
円

２
Ｆ
・
一
○
○
○
円
一
般
釦
１
Ｆ
・

一
四
○
○
円
２
Ｆ
“
一
二
○
○
円

★
市
民
映
画
劇
場
第
調
回
例
会

加
日
（
木
）
Ｉ
哩
日
（
土
）
６
時
晦
分

神
戸
文
化
小
ホ
ー
ル
四
○
○
円

☆
今
岡
頚
子
舞
踊
団
公
演

ｎ
日
（
金
）
６
時
芦
屋
ル
ナ
ホ
ー
ル

ニ
○
○
○
円

☆
裏
千
家
茶
道
文
化
講
演
会

Ｍ
日
（
月
）
１
時
神
戸
国
際
会
館

整
理
券

☆
第
棚
回
民
謡
の
つ
ど
い

晦
日
（
火
）
’
昭
日
（
金
）
午
前
９
時

半
神
戸
国
際
会
館
三
○
○
円

★
菊
の
会
帰
国
公
演
・
日
本
の
お
ど
り

即
日
（
日
）
６
時
神
戸
国
際
会
館

一
三
○
○
円鍵
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１
０４

１
■
■

Ｆ
ｒ
Ｉ

Ｐ
ひ
げ
●
岨
》
４
唖

珊
吻
圃
倒
営
届
記
ｌ
Ⅲ
Ｉ
亀
符
ム
ル
剛
″

な
い
し
＃
川
ｌ
ズ
ヘ
狐
》
ゴ
リ
ラ
の
〃
胸
毛
〃
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人
猿
と
な
る

毛
の
方
向
に
の
び

＆
毎
Ｊ
■

Ｕ
毛
衣

動
物
の
体
を
お
お
っ
て
い
る
体
毛
は
防
寒
、
保
謹
色
、
戦
闘
用

の
防
共
、
そ
し
て
雨
具
に
も
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
〃
毛
衣
″
と

よ
ぶ
。
そ
の
毛
衣
は
人
間
と
も
な
れ
ば
、
か
ろ
う
じ
て
頭
に
密
生

し
て
い
る
程
度
で
、
そ
れ
と
て
さ
ほ
ど
役
に
も
立
っ
て
い
な
い
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
無
礼
左
人
間
ど
も
は
、
〃
サ
ル
は
人
間
よ
、
り

毛
が
三
本
足
り
な
い
〃
な
ど
と
の
の
し
っ
た
。
だ
が
そ
れ
は
全
く

の
逆
。
サ
ル
は
背
や
腹
、
手
足
、
頭
部
と
全
身
ど
の
部
分
を
比
較

し
よ
う
が
、
毛
の
数
は
人
間
よ
り
は
る
か
に
多
い
し
、
そ
の
密
生

し
た
体
毛
は
、
確
か
に
身
を
守
る
〃
尼
衣
″
と
し
て
役
立
っ
て
い

る
。
む
し
ろ
毛
が
足
、
り
な
く
て
悩
ん
で
い
る
の
は
我
々
人
間
さ
ま

の
方
で
、
な
ん
な
ら
地
球
上
の
人
類
、
総
ス
ト
リ
ー
キ
ン
グ
、
い

や
、
総
ヌ
ー
デ
ィ
ス
ト
に
た
れ
ば
よ
い
。
き
っ
と
我
身
の
弱
さ
に

気
づ
く
は
ず
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
〃
毛
衣
″
も
、
真
猿
類
と
ち
が
っ
て
類
人
猿
つ

ま
、
り
、
ゴ
リ
ラ
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
、
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
と
な
る
と

そ
の
密
生
度
は
や
や
少
な
く
な
っ
て
、
顔
や
川
な
ど
こ
う
の
露
出

部
が
多
く
な
る
。
ほ
漢
の
ゴ
リ
ラ
で
さ
え
、
か
の
〃
胸
毛
″
が
ま

こ
と
に
う
す
い
の
だ
。
そ
れ
は
、
人
類
と
の
中
間
的
段
階
を
示
し

て
い
る
と
い
え
る
よ
う
で
、
し
か
、
も
ま
た
、
そ
の
体
毛
の
生
え
方

に
も
類
人
猿
と
し
て
の
特
質
が
の
ぞ
か
れ
る
。
そ
れ
は
、
前
足
つ

ま
り
、
猿
類
で
は
手
に
あ
た
る
毛
の
生
え
方
に
注
Ⅱ
し
て
頂
こ

』
フ
Ｃ
』
ぶ
つ

は
背
か
ら
手
足
と
も
下
方
に
向
け
生
え
揃
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と

が
雨
を
流
し
落
す
〃
防
寒
と
雨
具
″
に
な
っ
て
い
る
わ
け
だ
。

と
こ
ろ
が
で
あ
る
。
ゴ
リ
ラ
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
、
オ
ラ
ン
ゥ
ー

タ
ン
、
そ
し
て
テ
ナ
ガ
ザ
ル
と
い
う
類
人
猿
で
は
背
か
ら
手
の
上

腕
ま
で
は
下
方
に
向
い
て
生
え
て
い
な
が
ら
、
よ
く
見
る
と
肘
か

ら
下
、
つ
ま
り
肘
か
ら
手
首
ま
で
は
何
故
か
上
向
き
に
毛
が
生
え

す
る
、
あ
の

毛
が
都
合
よ

さ
て
、
詳

ま
が
、
ま
さ

身
を
守
る
手
段
、

思
う
に
こ

れ
こ
ん
で
、

て
よ
＃
彼
等

折
り
直
立
歩

と
こ
ろ
で烏帽子を冠つたような頭の隆起が大人のしるし。

た
と
き
に
は
毛
は
下
方
に
向
く
。

る
頭
に
両
手

て
い
る
の
で
．
あ
る
。

の
下
腕
の
逆
毛
は
四
足
姿
勢
で
は
雨
が
ま
と
も
に
流

防
水
の
役
目
な
ど
果
せ
な
い
の
だ
が
…
．
：
。
だ
が
待

は
立
つ
こ
と
が
多
く
、
半
四
足
歩
行
で
、
し
か
も
時

行
さ
え
す
る
。

、
こ
の
下
腕
の
逆
毛
も
、
実
は
手
を
あ
げ
枝
を
持
つ

毛
は
下
方
に
向
く
。
さ
ら
に
、
類
人
猿
が
よ
く
見
せ

を
の
せ
て
歩
く
習
癖
、
そ
れ
に
ま
た
、
闘
わ
な
い
で

段
、
つ
ま
り
、
頭
を
両
腕
で
か
か
え
逃
げ
こ
も
う
と

〃
逃
げ
″
の
態
度
、
こ
の
と
き
に
は
、
そ
の
腕
の
逆

く
役
立
つ
風
に
考
え
ら
れ
る
の
だ
。

し
く
我
身
を
ひ
と
つ
見
て
頂
き
た
い
。
我
々
人
間
さ

に
肘
か
ら
下
腕
の
毛
の
方
向
が
や
や
そ
れ
に
似
て
逆

の
び
て
い
る
の
だ
。
さ
ら
に
、
こ
の
〃
毛
衣
″
も
類

と
年
令
と
共
に
白
毛
の
発
生
が
認
め
ら
れ
、
特
に
ゴ

リ
ラ
や
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
の
オ
ス
で
は
後
頭
部
か
ら
背

に
か
け
灰
色
を
お
び
、
そ
れ
が
時
に
銀
色
に
も
見
え

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
が
世
に
い
う
ゴ
リ
ラ
の
シ
ル
バ

ー
バ
ッ
ク
な
の
で
あ
る
。

う
猿
類
で
は
四
足
姿
勢
そ
の
ま
ま
に
、

ロ
ゴ
リ
ラ
の
体
重

さ
て
、
や
は
り
、
こ
の
稿
の
主
役
ゴ
リ
ラ
の
ザ
ー

ク
も
ま
た
、
満
、
才
を
迎
え
る
頃
、
後
頭
部
が
ぐ
っ

と
隆
起
し
、
ま
る
で
烏
帽
子
の
よ
う
に
な
っ
た
。
そ

れ
に
背
の
毛
も
前
記
の
如
く
シ
ル
バ
ー
バ
ッ
ク
と
な

っ
て
、
そ
の
精
惇
な
に
漢
に
我
々
の
あ
い
だ
で
は
毎

ｕ
の
よ
う
に
体
重
の
予
想
が
話
題
と
衣
っ
て
い
た
。

５
１
０
１ 体

毛
の
生
え
方
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ま
ち
投
げ
つ
け
、
は
ね
と
ば
し
、

図
鑑
類
に
は
身
長
伽
セ
ン
チ
体
重
刷
キ
ロ
に
、
飼

育
下
で
は
肥
満
傾
向
が
見
ら
れ
醜
キ
ロ
と
い
う
記
録

が
あ
っ
た
が
、
我
々
の
予
想
で
は
少
な
く
と
も
こ

の
ザ
ー
ク
は
剛
キ
ロ
は
あ
ろ
う
と
見
積
っ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
幸
に
も
、
こ
の
ほ
ど
ザ
ー
ク
の
体
重

を
計
る
機
会
が
や
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

毎
年
５
月
は
じ
め
計
量
記
念
日
に
際
し
計
量
検

査
所
の
協
力
を
得
て
〃
動
物
を
計
る
会
″
を
催
し

て
き
た
が
、
こ
れ
ま
で
に
ゾ
ウ
、
カ
バ
、
サ
イ
、

キ
リ
ン
、
ロ
バ
、
ゾ
ウ
ガ
メ
、
ペ
ン
ギ
ン
そ
し
て

ニ
シ
キ
ヘ
ビ
ま
で
計
っ
て
き
た
。
今
年
度
は
度
量

隅
の
支
柱
に
ヒ
ズ
ミ
計
が
取
り

て
お
く
。
そ
の
上
に
ゴ
リ
ラ
が

て
電
気
抵
抗
が
起
る
。
そ
れ
を

仕
組
み
だ
と
い
う
こ
と
で
問
定

そ
れ
で
も
、
ゾ
ウ
や
カ
バ
、

ザ
ー
ク
君
の
体
重
を
ピ
タ
リ
当
て
る
会
。

さ
ほ
ど
の
心
配
は
な
か
っ
た
。

マ
ウ
ン
ト
行
為
、
つ
ま
り
相
手

皇皇侶

座
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
は
類
人
挫

も
の
で
、
生
後
８
カ
月
、
歩
き
己

ポ
ー
ル
を
持
た
せ
る
と
き
ま
ヱ

ギ
ュ
ー
と
尻
で
お
さ
え
つ
け
る
。

つ
ま
り
〃
尻
敷
行
為
″
左
の
で
坐

そ
の
当
日
、
予
定
時
刻
き
？

ら
、
や
は
り
巨
漢
の
ザ
ー
ク
は
｝

に
座
っ
て
く
れ
た
の
だ
。
そ
の
碗

と
珊
尭
を
示
し
て
い
た
。

為
″
が
常
に
見
ら
れ
た
か
ら
で
、

体
重
自
意
識
が
強
く
て
そ
う
思
う

シ
、
ゴ
ム
タ
イ
ヤ
、
丸
太
な
ど

。
衡
取
締
条
例
制
定
Ⅲ
年
に
当

泰
る
。
そ
こ
で
、
ひ
と
つ
話
題

、郷
の
大
物
の
ゴ
リ
ラ
を
計
ろ
う

少郡
と
い
う
こ
と
に
左
っ
た
。

銅
何
し
ろ
、
彼
等
は
僅
か
で

少
も
動
く
バ
ネ
計
り
に
は
と
う

む
て
い
の
っ
て
く
れ
ま
い
。
そ

密
こ
で
考
え
あ
ぐ
ね
た
の
が
、

一
つ刻

こ
の
電
子
式
計
量
器
だ
っ
た

』
の
で
あ
る
。

ォ
話
に
よ
れ
ば
計
り
台
の
川

つ
け
ら
れ
、
僅
か
な
電
流
を
送
っ

乗
れ
ば
、
支
柱
の
ヒ
ズ
ミ
に
よ
っ

さ
ら
に
増
幅
し
て
数
字
に
表
わ
す

さ
れ
た
計
り
で
あ
っ
た
。

サ
イ
、
キ
リ
ン
と
な
る
と
我
身
の

う
〃
ツ
ポ
″
に
の
っ
て
く
れ
な
い

た
が
、
今
回
の
ゴ
リ
ラ
だ
け
は
、

と
い
う
の
も
猿
類
特
有
の
強
者
の

に
尻
を
の
せ
る
と
い
う
〃
尻
敷
行

、
例
え
ば
ダ
ン
ポ
ー
ル
箱
に
バ
ヶ

頑
具
に
と
与
え
て
み
れ
ば
、
た
ち

、
次
に
は
や
お
ら
お
尻
に
数
い
て

猿
や
人
間
の
幼
児
に
も
見
ら
れ
る

は
じ
め
た
ば
か
り
の
頃
、
人
形
や

て
投
げ
つ
け
、
そ
れ
を
追
っ
て
は

。
そ
の
〃
上
位
意
識
″
の
行
動
が

あ
る
。

か
り
ゴ
リ
ラ
の
測
定
を
は
じ
め
た

こ
と
も
な
く
デ
ッ
カ
イ
尻
で
台
上

瞬
間
赤
色
の
電
子
式
数
字
は
な
ん

の
で
例
年
苦
心
の
計
量
と
な
っ
た
が
、

ﾛ昭

戸、

王
子
動
物
間
学
芸
員
／
写
真
も
）
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①
福
祉
時
代
の
幕
開
け
で
す
。
あ
な
た
も
一
冊
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
／
、

’
0７

つ
ぞ
／
、
郡２７３３くＬＥ

主
な
．
内
容
Ｔ

●
神
戸
か
ら
シ
ア
ト
ル
へ

Ｆ

●
ク
ラ
ィ
シ
ス
・
ク
リ
ニ
ッ
ク
７

●
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ル
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
ズ
ルビ

●
里
親
発
見
活
動

神

●
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
グ
ラ
ン
ド
ペ
ア
レ
ン
ト
大

●
フ
ァ
ー
ス
ト
ア
ベ
ニ
ュ
ー
・

の

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
３

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
町

⑦
病
院
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
霞

●
レ
ニ
ァ
・
ス
ク
ー
ル
田

●
ア
メ
リ
カ
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
椎

⑬
社
会
福
祉
と
Ｐ
Ｒ
活
動
戸

③
砂
漠
の
中
の
老
人
の
町

神

●
ポ
ー
イ
ズ
・
タ
ウ
ン
ｏで

●
パ
ー
キ
ン
ス
盲
学
校

幸
よ

●
ス
ポ
ッ
ク
博
士
の
子
供
博
物
館
部集

●
ア
ピ
リ
テ
ィ
ー
ズ

●
ロ
ン
ド
ン
の
バ
ー
ナ
ー
ド
ホ
ー
ム
編

●
奇
蹟
の
町
・
ル
ル
ド
を
訪
ね
て
詞

●
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
の
老
人
の
町
つ

●
べ
ｌ
テ
ル
ー
西
ド
イ
ツ
の
障
害
者
戸神

の
町
（
ド
イ
ツ
）

ｒ

ｏ
ヘ
ッ
ト
・
ド
ル
プ
ー
未
来
を
拓
く
オ
ー

ラ
ン
ダ
の
コ
ロ
ー
ー
ー
（
オ
ラ
ン
ダ
）
所はみ込

言
鐸
誤
謹
誘
群

各
書
店
で
好
評
発
売
中
／
、

欧米の心身障害者を訪ねて
橋本明著<カラー8ぺー ジ､本文3 2 0 ぺー ジ､定価1 0 0 0円＞
< 社団法人家庭養護促進協会事務局長＞送料 2 0 0 円
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おしいところでニュートンになりそこねましたね

『
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ゴ｡ [ ｐ[ エツサ～Ｐの研究室

二二J みー

引力の研究その２

．‘･戊錘
"

ねむりぐすりを注射するだけで地球の引力がきかなくなるなんて信じられんな
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